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＜連絡事項＞
・入院患者インフルエンザワクチン11/14（月）～11/18（金）で日程設定しています。
予診票が必要な場合は、家族連絡をすすめて下さい。
＜患者様連絡事項＞
・竹林　忠志様～本日10:00自宅へ退院。退院後 ライフライン調整のため、市役所の生活福祉課へ行くよう伝える。
・高橋　康満様～加齢により動作緩慢、保清も介助要する為308号室へ移室する。本人へも説明し、納得されている。
角濱　義弘様～退院支援にて現在階上のGHを申し込んでいるが進んでおらず、本人と検討し、こころすこやか財団のGHを本人が希望される。理由としては、青南病院周辺が良いからとの事である。こころすこやか財団系列のGH見学　11/4（金）14:00
（地域連携室：石鉢対応予定）
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～ニヤツキや公共物への落書きはあるも、拒否的な面なく入浴に応じている。
・小笠原文人様～奇異行為無く落ち着いて過ごされている。会話も成立する。
・坂本　福子様～自己中心的で、介入時にはスタッフを批判攻撃し、自分の行動は正当化されている。約束した行動はとれず、自分のやりたい事のみを行っている。
＜金Ｄｒ診察情報・ケース検討＞

・井上　和美様～診察にて、キーボードも持ってきてもらったしと感謝されている。「頭おかしくなった。」と言うが切迫感なく話されている。
・坂本　福子様～診察にて、「環境音が気になり全く寝れなかったから、だから今日午前に2時間寝ました。」と話す。日中起きているようＤｒより話があると、「でも。」と色々な言い訳をされ、気分高揚を指摘されると、「言わせてもらうと、私からすると大阪のおばちゃんはみんな私より躁状態だと思います。」と話す。落ち着いて生活する様指導を受けている。
・角濱　義弘様～診察にて、「最近は作業以外動いていないです。」と話し、血栓予防、今後の自分のためにも動く様指導を受ける。主治医へ、退院支援の進捗状況を報告している。
・小笠原文人様～診察にて、「まあまあ落ち着いています。歩き方の姿勢が悪くて。」と落ち着いて話している。
・飯豊　信雄様～診察にて、作業内容をＤｒへ伝えている。拒否的な面なく受け答えに応じている。
＜小柳Ｄｒ診察情報・ケース検討＞
・大久保すい様～診察にて主治医へ、「ご飯食べたよ。5日目でウンコ出た。手曲がった。」と繰り返し訴えている。機嫌は良い。
・会津　慮子様～診察にて変わりないと話される。何か変化のある生活をと促されても具体的にあげる事ができず。
・中野渡鉄男様～診察にて、変わりなく手の震えもないと言う事から、11/9定期薬からヒベルナ（5）3Ｔ朝・夕・寝る前中止となる。
・十日市利喜様～診察にて変わりないと話されている。11/9の定期薬より、ビベリデン塩酸塩錠（1）1Ｔ　寝る前が中止となる。
・佐野　貢　様～診察にて、リハパン、テッシュペーパーなどのため込み行為について聞かれるが、理由が具体的には話さず。11/9～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・高橋　康満様～診察にて、体力がないのは薬のせいだからどうにかして下さいと大きな声で訴え立ち去る。11/9の定期薬から、レボトミン（25）2Ｔ　朝・夕が止めになり、クエチアピン（25）3Ｔ毎食後が処方となる。
＜退院支援状況＞
・角濱　義弘様～退院支援にて現在階上のGHを申し込んでいるが進んでおらず、本人と検討し、こころすこやか財団のGHを本人が希望される。理由としては、青南病院周辺が良いからとの事である。こころすこやか財団系列のGH見学　11/4（金）14:00
（地域連携室：石鉢対応予定）
・下妻　康貴様～こころすこやか財団系列のＧＨに申し込んでいたが、入所に前向きな返答を得られなかったため、本人へ他施設への検討を伝える。入所を断わられた事を不快に思い、「財団は偏見の目で見ている。自分達にやましい事があるからだ。」「俺が何でも自分でできる事をひがんでいるんだ。」等声高に話してくる。時間を置き再度本人の状態を見ながら話すと、「別な所でいいよ。」と落ち着いて話される。今後他ＧＨを申し込んでいくこととする。
